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1 ロータリー理解推進月間

国際ロータリー第2660地区
ガバナー

大谷　透

　1月はロータリー理解推進月間です。我々ロー
タリアンはロータリーのことをよく理解し、身に
つけ、また世間一般の人々にもロータリーの信条
や目的をよく理解してもらえるように努力を奨励
する月です。
　昨年11月に伊勢で行われた第2630地区の地区
大会に記念講演者として招待された小泉純一郎元
総理は、「これからの日本」と題した講演を行い、
最後に結びの言葉として、ロータリアンへの敬意
と励ましの意を込めて下記の中国の格言を引用さ
れました。
少にして学べば 壮にして為すことあり

壮にして学べば 老いて衰えず

老いて学べば　死して朽ちず

少而学　壮而有為
壮而学　老而不衰
老而学　死而不朽　（三学戒　佐藤一斎）

　解りやすく解説すれば次のような意です。人は
少（わか）くして学ぶ楽しさが身につけば、壮年
になった時、社会の役に立つ人物となる。壮年に
なって学ぶ意欲が心の底から湧き出せば、老いて
も日々の人生が充実し、周囲を明るくするものだ。
老いて学ぶ人は、今までの人生経験に輝きが増し、
後世の人々に大きな目標・理想の炎を燃やし続け
させる人物となる。
　ロータリアンの中には、ロータリーを生涯学ぶ
ことによってロータリーを身につけ、この格言を

—  —

実践されている人を多く見かけます。我々はロー
タリーを通じて出逢える会員相互の交流や奉仕活
動の場を、楽しい「人生道場」として、少（わか）
くして学び、壮にして社会に貢献している人、壮
にしてRCに入会し、老いて輝いている人、老い
ても学び続け、後の世に希望や目標や教訓を与え
続けている人に出逢う事ができます。この格言の
信憑性は多くのロータリアンの生き様によって実
証されています。
　ロータリー理解推進月間になすべき事は、ロー
タリーに関する知識を広めたり深めたりする事で
すが、其れよりも理解しようとする心、学ぼうと
する意欲を身につけることが大切です。今は情報
化時代です、ロータリー情報もここかしこに溢れ
ています。「ロータリーの友」も「ガバナー月信」
も毎月発行されますし、インターネットで調べれ
ば知識は簡単に手に入ります。しかし、「道は近
くとも行かなければ到達せず、事は小さくても行
わなければ成就しない」のです。
　1月27日はポール・ハリスの命日です。RIはこ
の日が在る週を記念追悼週間と決めています。死
して朽ちないロータリーの先人達の生き方を偲び、
ロータリーの理
解を深めましょ
う。
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1 1ロータリー理解推進月間にあたって

パスト・ガバナー

井上　暎夫
（千里ＲＣ）

　過去100年間で特筆すべき年度は、と問われた

当時のステンハマーＲＩ会長は1905年、1917年、

1947年、1970年代半ば、1985年、2005年を挙

げました。

　私はこれに1908年を加えたいと思います。こ

の年、マニュアル・ムノズとホーマー・ウッドの

尽力によりサンフランシスコに２番目のクラブが

誕生しました。若し２番目のロータリークラブが

日の目をみせなかったら、ロータリーは一つのク

ラブで終わっていたのではないかと言われており

ます。

　もう一つの出来事は、シカゴ・ロータリークラ

ブに２人の新入会員が入ったことです。

　一人はチェスリー・ペリーです。国際ロータリ

ーの初代事務総長を32年勤め、25年間で取った

休暇が１回、まさにロータリーに捧げた人生でし

た。ポール・ハリスは国際ロータリーの建設者と

讃えました。

　もう一人はアーサー・シェルドンです。「最も

よく奉仕するものは最も多く報われる」の今日の

第２モットーは、彼の演説から生まれました。ロ

ータリーの奉仕の理念や職業奉仕の考え方はシェ

ルドンの提唱によるものです。特に日本のロータ

リアンに信奉者が多いと言われております。

　今日の国際ロータリーが世界で200を超える国

と地域に存在し、独自の奉仕団体となったのは、

この年の種が芽生えたと言えるのではないでしょ

うか。多くの先人たちの努力によって作られた素

晴らしい組織を私たちは、次世代に確実に伝えて

いかねばなりません。それは一人一人の日々のロ

ータリー活動によって齎されるものであります。

　会員各位の、本年のご健勝とご活躍をお祈り申

しあげます。
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1 追悼記念週間によせて

パスト・ガバナー

横山　守雄
（大阪中央ＲＣ）

　1947年1月27日はロータリーの創始者ポ－ル・

ハリスの命日です。1989年10－11月のＲＩ理

事会において、毎年この1月27日を含む1週間を、

物故ロータリアンの冥福を祈り、生前の貢献を記

念する「追悼記念週間」と指定しました。

　ロータリーは生誕後105年の歴史を経て、今日

では200以上の国々や地域で、123万人の会員を

擁する一大組織に発展しました。ロータリーの創

始者ポール・ハリスはもとより、職業人の集まり

であるロータリーに崇高な職業奉仕の理念を注が

れたアーサー・シェルドン、ロータリー財団の基

礎を築かれたアーチー・クランフ、そのほか幾多

のシニアリーダーや先輩ロータリアンたちの積年

の努力があって、今日のロータリーがあること

を、この追悼記念週間に私たちは改めて思い起こ

し、故人を偲ぶ機会にしたいものです。

　また同時に、追悼記念週間にあたり、クラブの

会員としては自分達のクラブでクラブ活動やクラ

ブ発展のために尽くされた物故会員に思いを馳せ

なければなりません。近年、特に若い世代の方は、

ロータリーは会員１人１人が対等な関係だとの考

えで、先輩諸兄に対する接し方が変わってきてい

ると言われております。しかしロータリーは先達

を敬い、尊重することをしっかりと教えてくれる

場でもあります。

　ロータリーは長い歴史の中で、意見の違いや紛

争が多々ありました。クラブ内においても論争は

絶えずあります。ポール・ハリスはロータリアン

が最も学ばなければならないことの一つとして

「寛容の精神」をあげています。それは私たちの

社会生活においても同じことが言えるかと思いま

す。

　会員の皆様は、身近においては、自分達のロー

タリークラブで、それぞれの業界で長年キャリア

を積んでこられた物故会員や先輩諸兄から、いろ

いろな職業訓や人生訓を学んでこられたことと存

じます。この記念週間が、自分自身をロータリー

クラブの会員として迎えてもらい、導いてくださ

った先輩ロータリアンに対して、感謝の念を捧げ

る機会にもなることを願っております。
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1 12009 ～ 2010 年度　ＩＭ第４組報告

ＩＭ実行委員長

浜田　秀雄
（東大阪みどりＲＣ）

会長

北井　孝彦
（東大阪みどりＲＣ）

　昨年10月4日、我がクラブの10周年記念式典を
無事終えることができました。その安堵の余韻に
浸る間もなく、すぐさまＩＭの企画に取りかかり
ました。テーマは、当クラブが創立以来関心を持
って取り組んできた「教育」に決定をしました。
　基調講演には、戦前の日本はすべて悪であり、
まるでそれがタブーである如く素晴らしい面にも
目を向けようとしない輩が多いマスメディアの中
にあり、日本人より日本の良いところをよく知り
ズバリ指摘していただいている台湾人である金美
齢先生に決定。パネルディスカッションは、コー
ディネーターにプール学院大学中村健教授、パネ
ラーに東大阪市立枚岡東小学校神野ちどり校長、
東大阪市教育委員会教育次長の乾公昨氏、当クラ
ブ会長エレクト・社会福祉法人若宮保育園理事長
杉森隆志会員にお願いしました。
　基調講演は、金先生の誰よりも丁寧な心のこも
った国旗へのお辞儀に始まり、ＲＣとは大変ご縁
が深くご主人が米山奨学生であったこと、理事長
をなさっている日本語学校の生徒も米山奨学生が
多くいること等、ＲＣには大変感謝なさっておら
れました。『日本が子どもたちに教えなかったこ
と』をテーマに戦後日本が子どもたちに教えてこ
なかったことは「感謝の気持ち」であるとお話に

なられました。愛国心のなさや公徳心のなさ等問
題は、すべてここから始まっているのではないで
しょうか。また、パネルディスカッションでは、
中村先生・神野先生・乾先生は、共に東大阪市の
小中学校の現場で教職についておられたこともあ
り息もピッタリ。また杉森会員は、保育園の理事
長。各々の立場から現場の姿や問題点の指摘、そ
して今後、幼・小・中・高・大学教育の連携並び
に地域との連携が重要であること、そしてロータ
リアンへの要望等についての有意義な討論をして
いただきました。第二部の懇親会では、会場のあ
ちこちで交流の華を咲かせていただきました。
　当日は、主催者である大谷Ｇ、松本Ｇエレクト、
鈴木Ｇ補佐、山片Ｇ補佐エレクトの他、戸田・菅
生・吉川・井上・宮田・神崎ＰＧ、岡部Ｇノミニ
ー、岡田Ｇ補佐ノミニーの来賓の皆様、一般オブ
ザーバーの方々、そして多くのメンバーの参加を
いただき開催できましたことは、ホストクラブと
してこの上ない慶びとなりました。
　最後に懇切丁寧にご指導いただきました鈴木Ｇ
補佐様、常に暖かいご協力をいただきましたＩＭ
第４組の各会長・幹事様に心より感謝を申し上げ、
報告とさせていただきます。（感謝！）

テーマ　「見直そう、日本の教育」～次代を担う子どもたちのために～
主　　　催：ＲＩ第2660地区　大谷　透Ｇ、ＩＭ第４組　鈴木　洋Ｇ補佐
ホ ス ト：東大阪みどりＲＣ
日　　　時：2009年10月31日（土）午後1時30分　　　　場　　　所：シェラトン都ホテル大阪
参加クラブ：八尾ＲＣ、大阪柏原ＲＣ、八尾東ＲＣ、八尾中央ＲＣ、東大阪ＲＣ、東大阪東ＲＣ、
　　　　　　東大阪中央ＲＣ、東大阪西ＲＣ、大阪ネクストＲＣ、東大阪みどりＲＣ
登 録 者 数：442名　　　　出 席 者 数：310名
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1 大阪東淀ちゃやまちロータリークラブ
統合記念式典の報告

会長

釼﨑　克己
（大阪東淀ちゃやまちＲＣ）

日時　平成21年10月24日（土）
　　　18：00～
場所　ラマダホテル大阪「大淀の間」

　国際ロータリーでは全国的に会員数の減少が課
題であり、会員が少なくなったクラブはクラブ運
営が難しくなります。そのため近隣のクラブとの
合併、統合が行われるケースが他地区ではすでに
あります。
　私ども、旧・大阪東淀ＲＣと旧大阪ちゃやまち
ＲＣは例会日時が同じで、例会場も目と鼻であっ
たことをきっかけに両クラブの合併話が昨年の初
めごろから持ち上がり、数回の話し合いを重ね
た結果、めでたく統合の運びとなりました。第
2660地区では今回の統合が初めてのケースです。
　今回の統合はあえて合併という言葉は使わず、
お互いの名称も残した形の対等統合です。旧・大
阪東淀ＲＣは1970年6月に創立され、今年でちょ
うど40周年を迎えます。旧・大阪ちゃやまちＲ
Ｃは1992年1月に創立され、今年度は17年目の
年です。この２つのクラブのそれぞれの歴史を引
き継ぎ、大阪東淀ちゃやまちＲＣとしてまた新し
い歴史を作っていく所存です。
　この統合を記念して、去る10月24日（土）に

統合記念式典を行いました。大阪市北区、淀川区、
東淀川区長様、地区からは大谷Ｇ、横山ＰＧをは
じめ、ＩＭ５・６組のＧ補佐、ＰＧ補佐の皆様、
会長、幹事様など66名のご来賓、ご来客をお迎
えし、総勢99名のご参加の下、盛会のうちに無
事統合のお披露目をさせていただくことができま
した。
　当日は第1部で統合の経緯、統合記念事業のご
報告（大阪市北区役所と東淀川区役所へドライ型
ミスト散布装置を、淀川区にはＡＥＤ装置3台を
寄贈いたしました。）を行いました。そして大谷
Ｇより統合証明書を受け取り、改めて身の引き締
まる思いでした。第2部の祝宴ではせきぐちゆき
さんによるスペシャルライブショーをお楽しみい
ただきました。　　
　大阪東淀ちゃやまちＲＣは2つのクラブが統合
したことによって、活気が出、各会員のロータリ
ー活動への意識も高まり、よい効果が生まれてい
ます。今後とも大阪東淀ちゃやまちＲＣをどうぞ
よろしくお願いいたします。
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1 1クラブロータリー財団委員長会議報告

財団情報・増進委員会
委員長

大竹　洋一郎
（門真ＲＣ）

日時　2009年10月24日（土）
　　　13：30～ 16：30
場所　大阪YMCA会館　2Ｆホール

　各クラブのロータリー財団委員長を対象とする
本会議は、大谷G、松本GE、岡部GN、各組ガバ
ナー補佐、ガバナー補佐エレクトおよび地区財団
部門の委員長、委員の出席を得て開催されました。

大谷透　ガバナーご挨拶
　「基金をつくり、世界のために良い事をしよう」
というロータリー財団の始まり、ロータリーは「武
力によらない平和」の実現を目指していること、
ポリオの2億ドルチャレンジについてノルマとと
らえ負担に感じる傾向があるが、財団への支援は
世界平和の達成に寄与しようとする志であるとい
う国際的感覚を持つべき、などを説かれました。

福家宏　ロータリー財団委員会委員長
　地区財団委員会の構成と役割、財団を理解する
機会と情報源、財団の発足と発展、ロータリアン
と国際ロータリーとロータリー財団の関係、財務
状況、ロータリーの2億ドルのチャレンジについ
て説明があり、協力要請が行われました。11月
はロータリー財団月間であり、本会議の狙いは財
団への理解を深める事とともに「寄付増進」にウ
エイトを置いており、会議後半のガバナー補佐を
中心としたテーブルミーティングで実のある議論
を期待している旨の説明がなされました。

井川孝三　財団情報・増進委員会元委員長
　　　　　（06-07年度委員長、八尾RC）
　「ロータリー財団の歩み」と題して特別スピー
チがありました。長い歴史の中で、関東大震災の
際に受けた支援を忘れてはならないこと、大不況
の中だが現在行われている奉仕活動を続けるため
にも寄付増進に協力しようと強調されました。

家村武志　財団人道的補助金委員会副委員長
　補助金について地区補助金とマッチング・グラ

ントを中心に説明があり、マッチング・グラント
については国際財団活動資金（WF）のマッチン
グ・グラント予算を全額使用したため、地区財団
活動資金（DDF）を活用予定であることなどが
説明されました。

吉﨑広江　研究グループ交換委員会副委員長
　本年度の米国テキサス州オースティン地区と
の受入・派遣スケジュール、10-11年度および
11-12年度のスリランカ地区とのGSEについて説
明されました。オースティン地区への派遣は、佐
藤俊一団長（大阪鶴見RC）、団員は1名追加の5
名となります。

山下勝弘　財団奨学金・学友委員会委員長
　ロータリー財団奨学生の意義と次年度の募集要
項について説明があり、多くのクラブからの推薦
を奨励されました。

大竹洋一郎　財団情報・増進委員会委員長
　第2660地区における寄付金の使い方、TRFの
財務状況と寄付増進の協力要請があり、司会の立
場からテーブルミーティングの趣旨、テーマ、進
め方の説明をおこないました。

＜ミーティングの発表要旨＞
テーマ…年次寄付の増進、ポリオ撲滅寄付の増進、
　　　　ロータリー・カードへの入会
・年次寄付ポリオ撲滅寄付とも年会費とあわせて

集めているクラブが多いが、寄付をしている意
識が薄く、これでよいのか問題がある。

・個人別の寄付実績表を作成し、寄付促進に役立
てている。

・千里メイプルRCは、3つの袋（ニコニコ、米山、
年次寄付）を用意し、08-09年度は1人当たり
473ドルの年次寄付を記録。
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・海外奉仕活動の体験、国際奨学生の卓話など財
団プログラムの理解をすることが寄付増進につ
ながる。

・米山月間とロータリー財団月間が続いており、
またCLPで財団・米山が同一委員会になり、協
力要請がやりにくい。

・財団情報は理解しにくい。1年交代のため財団
委員長自身が理解不足であり、分かりやすく説
明しやすい映像資料を作成できないか。

・マッチング・グラントが枯渇したが、こんなと
きこそ恒久基金を使うべきではないのか。

・ポリオについては、撲滅の目途、時期を示せな
いのか。

・ロータリー・カードは浸透しにくいが、全会員
への説明を行うとともに、申込書を渡す際、ク
ラブ番号など可能な限り事前に事務局で記入し
ておくのが有効。

福家財団委員長追加発言
①クラブ財団委員長は、会員に年次寄付を要請す

る前に、寄付金がどのように活用されているか
実例を挙げて説明していただきたい。DVD「The 
Final Inch」も寄付への動機付けに役立ちます。

②ロータリー財団は理解しにくいという声があり
ましたが、まず、地域セミナー・ハンドブック
をお読みください。情報公開はできる限りして
いるつもりですが、皆さんもハンドブック、地
区会合資料、ホームページなどで理解を深める
努力をお願いします。

最後に松本新太郎GEより、本日の議論を集約し
て地区のために役立てたいと挨拶があり、閉会し
ました。
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1 1ロータリー財団地域セミナー報告

ロータリー財団委員会
委員長

福家　宏
（八尾中央ＲＣ）

ロータリー財団地域セミナープログラムZone1.2.3
開催日　2009年11月17日（火）
時　間　10：00－17：00
会　場　ホテルグランパシフィックLE DAIBA
出席者　近藤雅臣PG（RI理事エレクト）
　　　　井上暎夫PG（RFACロータリー財団学友コーディネーター）
　　　　松本新太郎GE
　　　　宮里唯子（地区研修委員会委員）
　　　　福家　宏（地区ロータリー財団委員会委員長）
　　　　吉川邦英（地区研究グループ交換委員会委員長）
　　　　山下勝弘（地区財団奨学金学友委員会委員長）
　　　　山口勝之（地区財団人道的補助金委員会委員長）
　　　　百済洋一（次期地区財団情報・増進委員会委員長）
　　　　五味千秋（次期地区財団人道的補助金委員会委員長）

主催者挨拶及び来賓紹介 RRFC 橋本　譲
挨　拶 TRF管理委員長 グレンE.エステス
挨　拶 RI理事 黒田正宏
財団プログラム等全般 前日本事務局財団室長 片岡暎子
ロータリー財団の財政 RRFC 川尻政輝
ロータリー日本財団の動向 ロータリー日本財団理事長 岩井　敏
2009-10年度TRF年度目標 RRFC 北　清治
ロータリーの２億ドルのチャレンジZCC 延原　正
未来の夢計画について TRF管理委員 田中作次
ロータリー・カードの推進 カード・コーディネーター 久世晴雅
ロータリーセンターの現況 ホスト・エリア・コーディネーター 坂本俊雄
世界平和フェロースピーチ 二期生、クインズランド大学 近松佳朗
質疑応答 TRF管理委員 田中作次
 RRFC 北　清治
　　　　　　　モデレーター RRFC 川尻政輝
 RRFC 橋本　譲
 前日本事務局財団室長 片岡暎子
講　評 RI理事エレクト 近藤雅臣
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▪ロータリー財団地域セミナー：毎年7月と11月、日本の全ての地域（第1、第2、第3ゾーン）からガ
バナーや地区の指導者をはじめロータリー財団情報を必要とする地区委員長や財団に関心を持つロー
タリアンを一堂に集めて開催されます。出席者はロータリー財団からの最新情報の提供を受け、これ
を日常のロータリー活動に活用し、地区内ロータリアンに伝達しています。

▪RRFC：ロータリー財団地域コーディネーター（各ゾーンに1名）　セミナーは3ゾーンの3名のRRFC
のリーダーシップのもとにプログラムされ、運営されます。

▪セミナーの主目的は財団の最新情報提供ですが、セミナーは日本のみならず世界を舞台に活動する多
くの人々との出会いの場でもあります。これは一つの楽しみです。

▪グレンE.エステス財団管理委員長：「ロータリー財団に寄付を行えば良い結果につながるということ
は皆さんご存知のとおりですが、私はこの事実をRI会長就任中にさまざまな形で見てきました。世界
で最も貧しい地域は、地元のロータリー・クラブにリソースが欠如している場所です。財団に寄付す
ることによって、私たちはロータリーを最も必要としている所へ援助を提供し、『世界でよいことを
しよう』というロータリー財団の使命を達成することができるのです。」

　このように説かれているエステス管理委員長のお姿を拝見しながらじかにお話をうかがえたのは、財
団地域セミナーならではの素晴らしい機会でした。

▪財団地域セミナー・ハンドブック：日本のロータリアンにとっては財団の大切な手引き書です。セミ
ナーの都度配布されており毎回ページ数が増していましたが、今回配布はありませんでした。今後は
RRFCの皆様によって作成が続けられるものと思います。

▪実は約10年間ロータリー財団日本事務局財団室室長を務めてこられた片岡暎子氏が此の度定年を迎え
られ退職されました。日本中の多数の地区/ロータリアンに惜しみなく数多くの情報提供をされ、指導
し、サポートし続けて来られた片岡室長のご退任は、とても残念でなりません。セミナー・ハンドブ
ックの作成も実は片岡室長の素晴らしいお仕事でした。深甚の謝意を表したいと思います。

▪ロータリー財団の財政については、関心の深い部分でありますが、エド・フタ事務総長からの9/8ニ
ュースレターが読み上げられました。財団に懸念していたほどの損失は生じておらず、投資損失は2
億2200万ドルから1億6400万ドルにまで戻しており、ロータリアンからの寄附も増えていること、RI
理事会も財団管理委員会も様々な形で経費削減の努力を続けていることが紹介されました。（当地区
では10/24クラブ財団委員長会議において財団委員長がすでに報告済みです）

▪ポリオ・ワクチン接種のためにひたむきに努力を続けるインド人女性活動員の姿を描いたドキュメン
タリー映画「The Final Inch」38分間が上映されました。感動的です。7ドル50セントで入手できま
すので、皆様もどうかご覧下さるようお願いいたします。なおポリオ撲滅2億ドルのチャレンジは、
寄付金総額が11/17時点で1億ドルを突破したとのことです。

▪今回のセミナーで特筆すべきは、東京麹町RCがポリオ撲滅活動の先駆者、山田ツネさん峰英二さんの
業績を讃えて財団管理委員会から表彰されたことです。漸くにして認識されたとの思いがあります。

▪もう一つの大きな関心事は「ロータリー財団未来の夢計画」です。紙面の関係で内容のご説明は出来
ませんが、片岡暎子前財団室長がセミナーでプレゼンテーションに用いられたパワーポイントが地区
に配信されていますので、G事務所に依頼して下されば、手に入れることが可能です。

▪質疑応答のあと、当地区PG近藤雅臣RI理事エレクトによる講評があり、午後5時前に全てのプログラ
ムが終了しました。
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1 1米山奨学委員会・ロータリー財団

地区米山奨学委員会より
2009年10月末 全国寄付金合計額 484,499,770円 （前年度比6.84％減）
　　　〃 第2660地区寄付金合計額 31,392,034円 （前年度比0.63％減）
2009年10月末 全国寄付合計トップ10 1．第2770地区 32,647,016円
  2．第2650地区 31,868,363円
  3．第2660地区 31,392,034円
  4．第2590地区 29,306,160円
  5．第2760地区 26,334,000円
  6．第2750地区 25,727,105円
  7．第2580地区 19,540,300円
  8．第2690地区 18,881,985円
  9．第2790地区 16,444,600円
  10．第2710地区 16,402,375円

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。

（2009年10月）
氏　名 回数 クラブ名

岡市　正規 2 回目 茨 木 東 ＲＣ
阪上　博史 2 回目 茨 木 東 ＲＣ
高見　孝 2 回目 茨 木 東 ＲＣ
浅原　和人 1 回目 大 阪 ＲＣ
林　直樹 1 回目 大 阪 ＲＣ
春次　賢太朗 1 回目 大 阪 ＲＣ
細川　悦男 1 回目 大 阪 ＲＣ
上山　英介 2 回目 大 阪 ＲＣ
岸本　忠三 2 回目 大 阪 ＲＣ
北　修爾 1 回目 大 阪 ＲＣ
水野　明人 1 回目 大 阪 ＲＣ
奥田　務 1 回目 大 阪 ＲＣ
鈴木　胖 2 回目 大 阪 ＲＣ
津江　明宏 1 回目 大 阪 ＲＣ
山中　直樹 2 回目 大 阪 ＲＣ
遠田　義昭 13 回目 大 阪 城 南 ＲＣ
荒井　敬一郎 8 回目 大 阪 北 ＲＣ
荒巻　恭士 4 回目 大 阪 北 ＲＣ
林　博司 2 回目 大 阪 北 ＲＣ
河村　禧郎 3 回目 大 阪 北 ＲＣ
河田　一彦 2 回目 大 阪 北 ＲＣ
枡田　圭児 3 回目 大 阪 北 ＲＣ
松平　佳敬 3 回目 大 阪 北 ＲＣ

氏　名 回数 クラブ名
松岡　忠幸 2 回目 大 阪 北 ＲＣ
松田　憲二 1 回目 大 阪 北 ＲＣ
松下　靖祐 1 回目 大 阪 北 ＲＣ
三宅　侃 2 回目 大 阪 北 ＲＣ
中西　憲治 2 回目 大 阪 北 ＲＣ
中本　高志 1 回目 大 阪 北 ＲＣ
長部　文治郎 1 回目 大 阪 北 ＲＣ
鹿浦　英毅 1 回目 大 阪 北 ＲＣ
菅生　浩三 6 回目 大 阪 北 ＲＣ
山本　雅昭 5 回目 大 阪 北 ＲＣ
吉矢　生人 3 回目 大 阪 北 ＲＣ
佐伯　一 1 回目 大 阪 西 ＲＣ
清水　美溥 5 回目 大 阪 西 ＲＣ
石田　由美子 1 回目 大阪リバーサイド ＲＣ
前田　葉子 5 回目 大阪リバーサイド ＲＣ
冨　道雄 4 回目 大阪リバーサイド ＲＣ
澤田　宗久 5 回目 大 阪 船 場 ＲＣ
阪上　勝利 2 回目 大 阪 船 場 ＲＣ
川本　晴男 9 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
森長　堯熙 6 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
村上　白士 8 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
中家　義明 7 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
高瀬　久美子 2 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
上堀　博三 9 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
山川　博司 1 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
藤井　弁次 4 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
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氏　名 回数 クラブ名
福原　哲晃 2 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
石田　道夫 4 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
川本　浩 4 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
木村　忠夫 2 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
鍬田　充生 6 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
中島　豊彦 3 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
永田　秀次 1 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
奥　崇 6 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
高松　貞彦 4 回目 大 阪 天 満 橋 ＲＣ
後藤　洋治 21 回目 大 阪 梅 田 東 ＲＣ
青木　高 2 回目 大 阪 淀 川 ＲＣ
大平　宏美 1 回目 四 條 畷 ＲＣ
清水　勝美 3 回目 四 條 畷 ＲＣ
郷上　勲 3 回目 吹 田 西 ＲＣ
丸山　俊郎 13 回目 高 槻 ＲＣ
谷野　桂子 5 回目 豊 中 ＲＣ

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。

（2009年10月）
クラブ名 回数

大 阪 ＲＣ 91 回目
大 阪 北 ＲＣ 69 回目
大 阪 大 淀 ＲＣ 31 回目
大 阪 城 北 ＲＣ 25 回目
大 阪 天 満 橋 ＲＣ 48 回目
四 條 畷 ＲＣ 8 回目
吹 田 西 ＲＣ 29 回目

ロータリー財団
ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈
られました。（2009）
古山　柄博 千 里 メ イ プ ル ＲＣ 10/16

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェロー
です。（2009）
川村　智一 2回目 箕 面 中 央 ＲＣ 10/2
藏田　禎夫 1回目 箕 面 中 央 ＲＣ 10/2
山口　誠治 2回目 箕 面 中 央 ＲＣ 10/2
森　恕 1回目 大 阪 西 北 ＲＣ 10/9
朝田　俊孝 2回目 大 阪 東 南 ＲＣ 10/23
毛尾　武史 2回目 大 阪 東 南 ＲＣ 10/23
内藤　雅敏 3回目 大 阪 東 南 ＲＣ 10/23

ベネファクター
次の方たちにベネファクターの称号が贈られました。

（2009）
富永　良太 門 真 ＲＣ
竹川　修司 大 阪 阿 倍 野 ＲＣ
新原　健市 千 里 ＲＣ
渡辺　一光 高 槻 東 ＲＣ
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出
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全員 女性 全員 女性

Ｉ
Ｍ
第
１
組

池田 38 37 2 0 1 −1 4 62.16 53.04

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪北梅田 50 49 4 0 1 −1 4 76.53 65.31
池田くれは 40 38 1 2 4 −2 4 82.69 81.83 大阪西 84 84 0 2 2 0 4 93.45 81.75
箕面 29 30 1 1 0 1 4 78.76 73.20 大阪大淀 47 47 0 0 0 0 4 86.83 75.45
箕面中央 24 24 0 0 0 0 4 85.88 83.38 大阪リバーサイド 35 36 5 1 0 1 4 94.96 76.85
豊中 47 47 2 0 0 0 3 94.17 87.57 大阪西北 57 57 0 0 0 0 4 92.50 89.47
豊中南 40 41 1 1 0 1 4 86.33 76.40 大阪そねざき 54 54 32 0 0 0 4 91.51 75.94
豊中－大阪国際空港 22 22 0 0 0 0 4 81.28 77.76 大阪梅田 46 47 0 1 0 1 3 85.47 74.00
豊中千里 38 39 3 1 0 1 4 87.77 78.42 大阪梅田東 36 37 0 1 0 1 4 86.48 73.64
小計 278 278 10 5 5 0 82.38 76.45 大阪ユニバーサルシティー 27 28 2 1 0 1 4 84.62 74.04

Ｉ
Ｍ
第
２
組

茨木 26 26 2 0 0 0 4 82.69 77.03 小計 697 708 50 17 6 11 87.62 75.39
茨木東 46 46 3 0 0 0 4 85.56 73.15

Ｉ
Ｍ
第
６
組

大阪 252 260 0 11 3 8 4 68.36 55.77
茨木西 25 27 6 2 0 2 4 83.59 70.37 大阪東 120 122 0 4 2 2 4 91.68 76.51
千里 49 48 0 0 1 −1 3 86.11 77.16 大阪東淀ちゃやまち 41 41 6 0 0 0 4 76.85 64.92
千里メイプル 27 25 3 0 2 −2 3 88.46 76.92 大阪城東 49 50 4 2 1 1 4 91.82 83.11
摂津 40 39 2 0 1 −1 4 88.70 79.38 大阪中之島 32 34 2 2 0 2 4 81.89 69.92
吹田 64 64 6 0 0 0 4 91.07 83.00 大阪大手前 42 44 3 2 0 2 4 84.13 71.29
吹田江坂 42 44 3 2 0 2 3 96.55 84.54 大阪城北 60 58 1 0 2 −2 4 78.86 76.46
吹田西 47 50 1 3 0 3 3 100.00 95.60 大阪天満橋 74 73 0 0 1 −1 4 80.19 77.02
高槻 49 49 3 0 0 0 4 86.04 82.17 大阪鶴見 36 37 1 1 0 1 3 87.36 81.53
高槻東 42 42 0 1 1 0 4 97.28 90.70 大阪淀川 40 40 2 0 0 0 4 92.50 68.77
高槻西 26 25 0 0 1 −1 4 88.04 81.52 新大阪 38 38 0 1 1 0 4 76.32 70.40
小計 483 485 29 8 6 2 89.51 80.96 小計 784 797 19 23 10 13 82.72 72.34

Ｉ
Ｍ
第
３
組

大東 47 47 0 1 1 0 3 99.12 84.36

Ｉ
Ｍ
第
７
組

大阪フレンド 17 17 6 0 0 0 4 79.42 65.72
大東中央 32 32 10 0 0 0 4 80.38 71.46 大阪本町 27 27 2 0 0 0 3 77.16 67.04
枚方 41 44 0 4 1 3 3 90.35 87.72 大阪御堂筋 36 36 0 0 0 0 4 88.97 73.53
門真 27 28 2 2 1 1 4 89.29 80.36 大阪南 127 131 0 5 1 4 3 80.60 67.14
交野 23 24 1 1 0 1 4 85.06 81.84 大阪難波 57 57 0 0 0 0 4 85.78 65.79
香里園 19 19 0 0 0 0 4 95.31 79.69 大阪なにわ 34 32 1 0 2 −2 3 87.09 74.46
くずは 55 56 0 1 0 1 4 75.12 71.66 大阪南西 20 20 4 0 0 0 3 94.33 80.94
守口 41 42 3 1 0 1 4 81.55 72.03 大阪西南 93 91 12 0 2 −2 4 97.60 70.60
守口イブニング 23 25 4 2 0 2 4 77.00 72.00 大阪船場 45 44 0 1 2 −1 3 97.00 81.00
寝屋川 42 42 4 0 0 0 4 92.12 79.98 大阪心斎橋 38 38 0 0 0 0 4 97.32 83.12
四條畷 13 13 0 0 0 0 4 93.56 87.12 大阪うつぼ 41 43 6 2 0 2 3 85.04 77.10
小計 363 372 24 12 3 9 87.17 78.93 小計 535 536 31 8 7 1 88.21 73.31

Ｉ
Ｍ
第
４
組

東大阪 75 73 0 1 3 −2 3 86.20 75.44

Ｉ
Ｍ
第
８
組

大阪阿倍野 18 18 2 1 1 0 4 89.87 76.88
東大阪中央 41 42 0 1 0 1 3 85.74 85.74 大阪阪南 47 46 2 1 2 −1 3 87.60 74.42
東大阪東 70 73 6 3 0 3 4 83.20 69.96 大阪平野 36 37 4 1 0 1 4 100.00 81.99
東大阪みどり 27 28 1 1 0 1 3 82.14 69.04 大阪イブニング 21 21 5 0 0 0 4 77.38 72.62
東大阪西 38 40 0 2 0 2 4 94.11 60.98 大阪城南 59 60 0 2 1 1 4 99.00 87.26
大阪柏原 35 35 4 0 0 0 3 92.98 89.95 大阪咲洲 22 22 1 0 0 0 4 86.36 63.64
大阪ネクスト 17 20 8 3 0 3 4 77.80 55.30 大阪住之江 25 25 2 0 0 0 4 98.61 83.79
八尾 83 83 0 1 1 0 3 98.11 72.51 大阪住吉 32 32 2 0 0 0 4 85.58 74.04
八尾中央 23 24 2 1 0 1 3 87.88 72.73 大阪天王寺 19 19 0 0 0 0 4 87.15 82.09
八尾東 29 29 2 0 0 0 3 81.36 70.30 大阪東南 53 54 0 1 0 1 3 94.44 74.07
小計 438 447 23 13 4 9 86.95 72.20 小計 332 334 18 6 4 2 90.60 77.08

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪中央 57 58 6 3 2 1 4 94.40 77.10

合
計

ク
ラ
ブ
数
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会
員
数
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末
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員

入
会
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計

退
会
者
数
累
計

増
減

平
均
出
席
率

平
均
出
席
率

大阪堂島 31 33 1 2 0 2 4 79.55 73.48
大阪北 173 178 0 6 1 5 4 85.14 67.62

85 3910 3957 204 92 45 47 86.9 75.8

2009年 11月度  会員数・出席報告



1

13

1 文庫通信（267号）

　このたびは昨年度の会計報告をさせて頂きます。今後ともロータリー文庫をご活用くださるよ
うお願い致します。

ロータリー文庫
2008 〜 2009年度会計報告

（貸借対照表）
資　　産 負　　債

現金 42,120 社会保険料預り金 153,202
普通預金 8,234,480 雇用保険料預り金 46,162
定期預金 0 負債合計 199,364
現預金合計 8,276,600 正味財産
仮払金 376,380 次期繰越剰余金 8,453,616
合計 8,652,980 合計 8,652,980

（収支計算書）
収　　入 支　　出

会費収入 23,296,150 委員会費 1,398,642
雑収入 135,137 業務費 9,419,017

賃貸管理費 9,472,613
人件費 7,651,068
予備費 0

当期合計 23,431,287 当期合計 27,941,340
前期繰越収支差額 12,963,669 当期収支差額 △4,510,053
収入合計 36,394,956 次期繰越収支差額 8,453,616

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日　
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〈お知らせ〉

大阪うつぼＲＣ
ビジターフィー変更
2009年12月より　4,000円→4,500円

〈お詫びと訂正〉
月信12月号　8ページ　2009年10月度　会員数・出席報告

大阪東ＲＣ　10月末会員数 （誤）121→（正）124
　　　　　　入会者数累計 （誤）1　→　(正）4

敬弔　謹んでご冥福をお祈り申し上げます

吉村　光弘会員（門真ＲＣ）
2009年11月23日逝去（享年74歳）
職業分類アドバイザー、財団・米山委員長
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

田中　美春会員（摂津ＲＣ）
2009年11月25日逝去（享年63歳）
幹事、理事
クラブ奉仕委員長、ロータリー財団委員長
会員選考・職業分類委員長、
世界社会奉仕委員長、プログラム委員長
職業奉仕委員長
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

安藤　二郎会員（東大阪中央ＲＣ）
2009年11月30日逝去（享年77歳）
会長、幹事
ロータリー財団委員長
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

藤野　勝也会員（大阪北ＲＣ）
2009年12月13日逝去（享年63歳）
米山功労者
ポール・ハリス・フェロー






